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はじめに

今日お話しするのは、支援ツールという!こ!こlでの ICT

の位置づけ、全国で話しているそのままなので、すでに

お聞きになった方もおられるだろうが、学習、授業作り

に、実際にどう活かされているのかということである。

これについては 2月にこの]夜組みの発表をされた京都

市立呉竹総合支援学校の事例をお見せして説明をする。

全国の特別支援学校の先生が取り組んでいらっしゃる

授業の多様な狙い、それを達成するために、具体的にこ

のようなことができる、すばらしい教育成果を生んでい

るということを多くの先生方にお{云えし、教育成果を上

げていただき、より広くより涼く進めていただくという

ことが私の務めだと考えている。

特別支援学校では、特別支援教育として主体性という

る。主体性を身につけるためには、それまでのいろいろ

な学びの体験の積み重ね、そこで得た経験のあり方、こ

れがとても大事だということである。

ところカ人できない・・・、わカ、らないままでいると、

やらない、やりたくないと避ける方向になって行く。

障害児の課題に対して

我々が対象とするお子さんは、 を持っている。こ

こに体験や、「がんばろう、やろう jとか「やれる jと

いうところに諜題がある。そこで、主体ttの3つの枠組

みに当てはめて考えて見たし ) 0

たとえば、新しいことをやるとき、いったいいつ、ど

こで、何を、どうするか、その手)@1は最初はわからな

い。しかし経験することでだんだんわかるようになる。

ことが大事な課題になる。そこで、どうすれば主体性を なるほど、こうなるという結果を生み出さないと「こう

はぐくめるのか。主体性とは、自分の意思判断で、自ら

責任をもって行動しようとする態度、このような 3つの

枠組み、意味を持つ主体性ということについて、どうい

う体験の積み重ねの結果、自ら意思・半IJ11)rを持つことが

できるのかについて考えて見たい。

主体性を身につけるには

自ら責任をもって行動しようとすると、すでに何らか

の形でできる、できそうだ、といった体験をしているか

らこそ、こういう気持ちが持てて、「だから、がんばろ

う」ということになる。そのものを体15失したということ

ではなくても、今までやったこと、ある程度努力して、

最初はうまくいかなかったことでも、自分なりの努力で

できたという体験をもっと、新しいことでもやってみよ

うと思う。責任をもってするということも、体験の積み

重ねである。なおかつ、知らないこと、体験してないこ

とでも、こういうことをすればという学びのプロセス、

身につけたプロセスがあれば、前に進めるものである。

大人が子とど守ものときとなぜ

るまでで、に多様な;場場面面-でで、の経!験段をしているカか、らでで、ある O 相

手や場面に応じて態度を学んで、それを選んでやれてい
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なるんだ」ということカfわからない

ところが、障害があるとき、どこかに訟があると、

そこで詰まってしまうことがある。実際に努力しでもう

まくいかないと、「どうなるの?Jのままである。それ

ができないと「もうできなし)J IやらないJIだめだ」と

なる。たとえば、「し 3つ、どこでJについての「手がか

りJがあるが、最初Jはうろうろしても、いったん学ぶと

そうそう、いまだ、ここだったねとわかってくる。

ということは、手がかりが自分の仁|こlに残っている。

残っていない状態というのもあるが、残っているものを

使うことで、次の行革!)を導き 111

1す手がかりとなる。教育

のすべてがそうである。ノトさいときから重ねていって、

大きく広げていくことができれば、主体IY~ な姿に見えて

来る。

ただし、行動に移っても、そこにうまく技能が身につ

かないことがある。また、最初Jどうしていいか分からな

いことになると、技能も身につけられなし 1。そこで、

「こうしてやるんだよjと休験をさせるのは良いが、談

j芭があったり、苦手なことがあると、結果を仕付ーのに時

間がかかる。

1 I互lでは身につかなしh そこにいたる結果が生み出せ



ない。技能的なところで、下手だったり、そこに理由が

あったりすると、結果を生み出せないということにな

り、そこでは価値観を見いだせなし'0結果を生み出せな

しミということは、 は避ける、諦めることになる。

支援の好循環

障害を持っている方は、軽度の方でもそうだが、放っ

たらかしになると、「もうやらない、できないj となっ

てしまう。皆さんもそう、僕もそうだ。わからないと、

そのままにしてしまう。

障害をもっお子さんは、ヘタをするとその部分にはま

りこんでしまう。実際の障害状態でそうなると悪循環で

あり、持っている力が活かされないまま、重度化してし

まうことになる。

こういうお子さんは課題がありつつも、「いつ、どこ

でjという埋解力がある。しかし「なにをどうする」で

は技能が必要で、ある。そして価値観が必要で、ある。知的

障害であれば、理解が難しい、技能も難しいと言う課題

カ宝ある。

j]支付三弓二自由なら、 どうカミ。 1三!う子の力だけでは、 うまく

いかない。だけど何らかの形で結果を生み出すことはで

きる。昔と違い、今の世の中は、どんどんそうなってい

る。

よく考えてほしいのは、皆さんも同じということ。わ

からないことでも道具を使うと簡単に結果を生み出すこ

とができるということである。美味しい食べものも、簡

な道具で美味しいものを作り出すこともできる。それ

は自分の技能ではなく、便利な道具があると、結果が偽ー

単に出せるのである。そうすると、やろうという方向に

ならないか、これが支援の部分である。

自分だけの力でなくても、そこに、わかりやすい、で

きやすい、結果を生みやすい何かがあると、この好循環

を生み出すことができる。今そういったものがー世の中で、

ツールとしてある。しかもどんどんそうなっている。

我々は昔の人に比べて同じ期間生きていても、世の中

で便利な物があるゆえに、多様な体験と多様な学びと広

い体験をしている。そのことが、我々と障害を持ってい

る方との共通的な繋ぎとなっているのである。我々の世

の中で便利なものは、結果として、特別なものではな

く、色々に体験の場面を広げている。障害のある方の支

援の在り方でも、実際の力を育んで行く。なおかつ、そ

れだけで、助けられているかというと、そうではない。

使って結果が出るうちに、力も技能も高くなる。なぜ
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か、それによって価値観を生み出し、もっとやりたいと

なるからだ。文字もそうだった。そうなってくると、体

験も広がり、学びが広がり、使う力も高まる。これが好

循環である。

障害をもっているお子さんは、持っている力を活かさ

ないでいることが多いが、好循環になると、子どもの

持っている力を育んでいく。持っていない力を育むので

はない。持っている力を育むという好循環になるのであ

る。

その結果、どうなるか。可能性として障害が軽度にな

る。それが今の障害観でもある。そのことを本当に重ね

てやり、一番大きな成果をあげているのは、教育なのだ。

小さな頃から重ねているから、繰り返しになっている。

自分の持っている課題であっても、そこを助けてくれ

る使利な道具とか、いろんな物や配患などを活用するこ

と、それが支援ツールなのである。

ツールの活用と授業改善

今は特別支援教育では、イI~ に応じたニーズに対してい

ろんな力を補うための手だてに、具体的な物、多様なも

のがある。そういったものがすべて「ツールjとなり、

これの活用である。

ツールの活用を授業改善としてやるだけで、教育成果

が変わった。結果を生み出した。しかも価値観を生み出

すには、結果を生み出さなければだめなのである。この

価値観、結果は、またその意味に気づかなければだめで

ある。そこで評価が大事になる。これも重ねてし三かなく

てはだめである。褒めただけではだめである。褒められ

でも何を褒められているのか分からない。

そんな形で支援ツールとして具体的にどう使われてい

るかが、下の表である。

(表 1) 

こういったものを富山大学附属特別支援学校の先生や



大学の先生が協力して授業改善として考えていかれた。

私はその活用部分をやってきた。そのおかげで、授業の

成果があがると碍認できた。表の下段を見ていただきた

い。先ほども言ったが、スケジュール表は、僕らも皆さ

んも使っている。特別なことではない、わかりやすい、

ということである。

その仁!::Tの lつとして、例えばコミュニケーションツー

ル、カード、フゃツク、 VOCAなどカτある。

コミュニケーションの課題

コミュニケーションにしぼって考えてみよう。すでに

説明にもあったが、コミュニケーションで授業というこ

とを考えると、それをまず説明しないといけない。子とと

もにはどうやっていいかわからない新しい体験だから、

おうこさんに{云えることカサミ哲Jである。

知的障害のお子さんだとなかなか言葉だけでは伝わら

ないという課題がある。言葉による伝達だけで本当に伝

わっているのか。言葉が分からない、理解が難しいお子

さんだと、正直にいってどこまで、伝わっているかわから

なし可。丁寧に言っても、わからない言葉はほとんと1云わ

らないだろう。先生が「見てね」とモデルを見せても、

見ていない子もいる。モデルをしているときも、じっと

していないお子さんもいる。模倣が苦手なお子さんも多

し3。だからじっとしていない、見ていない。

開いてない子も、顔色をうかがうと、やはり伝わって

いない。さらに、用意した f手がかり」、それも何の意

味があるかわからなかったりする。そこに文字を書かれ

でもマークがあっても、僕らでも知らないマークだと侭

も分からなし ¥0

ということは、手がかりツールを有効に使わないと、

機能しないということである。ツールを用意はしている

が、よく見ると、機能するような使い方をしていないと

いうことである。

それと関係するのが、「手出し・口出しJである。仁[

で言っているつもりでも、手を出してしまう。我々が

やってしまう、ほとんどのことがそうである。 3つのと

ころを関係なくやってしまっている。

すると、子どもは先生が全部やってくれると、頼って

しまうのである。そうなると、まったくそこでは「手が

かり Jツールは機能しなくなる。

多くの授業でも、そこに関わっている先生は丁寧な先

生方であるが、先生方が悪いのではなしE。丁寧だからこ

そ、そこにはまり込んでしまう。

議選総〈モデル)辻本当にJ欝強会主?

期識しゴヒ手がかりを審議議こ鐙ゥても喝か?

手践し治以こ鱗うていな1・ミ議￥?

(表2)

我々は言葉で、表出している。皆さんがし 1ちばんわかり

やすい手段は言葉なので、使ってしまう。あとは、身振

り・手振りである。すると小さなことはあまり伝わって

いないことになる。そこで、何らかの手立てで理解して

いるとし 1うことになる。

問題行動の機能

先ほど、「だだをこねる」と言ったが、普通のお子さ

んでも、十分に言葉がない小さいときにしていることと

向じことを、我々の対象の子どももしていた。これは発

信だったのである。しかし、我々にとっては、問題だと

なり、止めさせようということのみを考えていて伝わっ

ていなかった。こんなことが最近、ょうやく理解される

ようになった。それが纏められたのが表3である。

接欝ぬ襲撃事警

-主主総や畿が玲量発ても喝(iみてみてJfか世主てJ)

議畿の襲警害事

・轍ょことから量移れても喝山中記Jfしたくなt"J) 

務機的襲撃事警

・欲しいw キ持政L亡と致事務てももるの払いJf拘如、J)

拶重量発を警警ぜも主義(fをももい~-'Jrためし品、j}
ι 亡二1-

(表3)

1~:;1 J芭行動の主な機能は、コミュニケーション機能だと

いうことである。 問題行動をすることによって、ある意

図を伝える。そういう意味があった。それだけでなく、

そうすることで結果を得ていた。

どんな結果を得たのか。「注目の獲得」とは、問題行

動をすることで、人の関わりを得ることができた。|主|つ

。。



たことをすると、本当にほっておけないので、そばに しくは、問題に至る前に、そういった手段で自分の思い

行って「だめJ、と押さえている。お子さんのそばに が伝えられたり、得られるようになったら、問題行動を

行って関わる。 起こす必要がなくなる。

関わって欲しいなと思えば、ぐっと押して「だめで

しょ jと言われる。ちょっと嫌なことをやったら、「や

めろJと言われただけで関わりを得たことになる。この

意味は同じである。我々もやっていることである。

「逃避」とある。嫌なことから逃れる、「館長だJ1した

くない」。赤ちゃんのときもそうだカ人嫌なら泣く。こ

れも言葉だが、大きくなると l'情緒の安定Jということ

になり、嫌なものを避ける。また、そこから別の場所へ

つれて行くことが配慮となると言うが、実は嫌なことか

ら逃れられている o というのは、情緒の不安定だ

ということであるが、 f嫌jには理由がある。なぜ、嫌

か。これを考えないで、ただ情緒の安定ということで、

結局要求を満たしている事になる。嫌だから e情緒の不安

定、というのはおかしし'0

主体性ということでも、何をするかわからないで、

「やらない、やりたくない」ということがある。なぜい

やなのかをよく考えてやらせてみると、ほとんどのケー

スで規氏がることはない。それどころか手責j亙的になる。自

閉症だからというのも、大嘘で、あった。全く逆であっ

た。行動分析なので、臨床では、逆をやっていたのであ

る。僕らも反省である。

小さなお子さんはだだをこねることで、欲しいこと、

やりたいことを得ている。それをやることで満たされ

る。結局、嫌なことから逃れられることも、欲しいこ

と、やりたいことをやってもらうことも、全部人が関

わっていることである。

在、が校長をしている学校のヰ1学部、高等部のお子さん

の併でも、 iPadを使うと、けっこう安定して、逆にい

ろいろと取り組んだり、活用している。これは、注目の

獲得、得=られる、取り除かれるということである。

事襲撃襲撃 擁護審蕗審

(表4)

このように世の中も問題行動の意味を含めて、いろい

ろとツーんが大事になっている。

我々、皆さんも大事なことは言葉だけで伝えにくいと

きは、相手が理解できるいろいろな補助的手段を考える

必要がある。

その 1っとして、 ICTという道具、こういったもの

の活用により、大いに伝達しやすくなる。我々も多様な

機器を使い、言葉だけではなく、分かりやすく情報を得

ることが可能になっている。私も大きく助かっている。

障害のあるお子さんの表出も代替行動とし五う伝達手段

を用いて伝達している。言葉で十分できなくても、本人

の力を使い、しかもそこに補助的手段を媒体にすること

で、我々に意図が伝わる。こうなると、より積極的に伝

えようとする。この関係が人との関わり、これが好循環

になり、さらに拡大していく。その結果として、コミュ

ニケーション技能も高く広がる可能性がある。そうなっ

た場合の補助的伝達手段が大切で、ある。

障害者のためにというより、我々のために作ったもの

が、結果としてそうなったことがある。携;帝のメールで

ある。メールにより聴覚障害者にも場所にとらわれずに

補助的手段によるコミュニケーションギャッブの改 向等にどの場所でも伝達できるようになった。こういう

主主

問題があれば、 AACなどの代替手段を用い、これに

代わる適切な行動で本人がきちんと伝達することができ

れば、問題行動をしなくても適切に{云えることができ

る。 iPad等の機器が本人の技能や、言葉では言えない

表現でも、文字などで代替可能になったとき、問題行動

をしなくてすむ。このようなケースは多く見られる。も
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ことが広がっているのである。

自立と主体性を育む授業

京都市立呉竹総合支援学校の例を紹介する。意思表出

の手段として、携斎情報端末、大型 TV、OAKスイッ

チなどを活用している。肢体不自由クラスで操作をして

いるのは先生ではない。いろんな所に、それぞれのお子



さんの機能に応じたものがあり、それにより発信をす

る。肢体不自由のお子さんが主体的に相互に取り組んで

いる。 1人 l人違うが、それぞれの持つ随意的な機能を

生かした形で、相互にこれを介してやりとりが繋がって

行く。

自立と主体性をはぐくむ授業展開について、少し考察

して見たい。授業の補強は、 l~l 擦や内容などをより高く

-広くすること。主体的参加をどう促進していくか。興

味・関心を引き出すにも f引き出す・育む」と考える。

広がらないからこそ、興i味・関心をJ寺てないことについ

て、様々な手段をmいて関心を引き出して行く。そし

て、その仁i二lで充足感・達成J惑を生み出すこと。そこに価

値観を見いだせなければダメである。いかに価値観を見

いだせるか。かえって丁寧にやって、生み出せないとい

うことになるのはだめである。

参加の機会が卜分だろうか。学習の機会は十分か。そ

して、やりとりの機会、これも十分か、こういったもの

が大事である。結果についても満たさなければいけな

い。 価値観も見いださなければいけない。

授業展開で気付いたのは、待つ jj寺 I~~] が多すぎることで

ある。「待つ時間を減らす」ということを考えるに、教

材-教具の準備-片付けを利用する。準備することが学

びになる。準備して、それを片付けるということを繰り

返すと、次はこうすると見通しを持つ手がかりとなり、

結果を生み出す。積極的にどんどんやるようになり、

寧に扱うようになる。

なおかつ、 l人だけではなくみんなでやる。これも意

味があった。たったこれだけで、すばらしいやりとりに

なる。

教材・教具で学びの機会が生まれる。子どもたちが本

当に主体性をもち、その中で多くの青みがある。子ども

たちがどんどんやっていくと、本当に、犯いが高く、広

がって行くのである。

そして、振り返りが大事で、ある。授業の最後で評価し

でも、いったい何を評{屈されているか分からないお子さ

んが多い。そこで、授業展開での多様多重な評価が必要

となる。

評価も先生だけではなく、生徒同士で、もしくは自分

で出来る。上手だと言っても、何を褒めているのか分か

らない。ところが、言葉だけで、伝わらなくても、例え

ば、デジタルカメラ、 iiPadJや携帯電話、たった 1台

で;jiiiったものを自分で確認できる。しかも生徒同士で、も

「これ見て、どう思う?J iいいよね、すてきだよねJ

とか、「あ、うましづとか。

我々に使利なものが子どもたちにとっても便利で、い

ろいろな機能を持つようになって、;受業展開でもいろい

ろと役に立っている。授業展開では、参加を深め、交1]

-技能を活用し、獲得する、その繰り返しである。授

業展開で繰り返すことが多様にできることに繋がる。

「学びあう jことで、イ中間同士で、行っていくと多様なこ

とが生まれ、この多様なことが、大きな犯いの広がりに

もつながる。それを重ねていくことが大事で、ある。

物がいろいろな学びの機会を生み出し、手がかりにも

なって行く。!司li寺に先生の役割が変わるということであ

る。それが日常生活の繋がりになると、まさに E!常の生

活のあり方を学んでいることでもある。それ白体が、特

別支援教育の大きなねらいである。このツール、これが

使えるようになると、授業と日常、これからの社会生活

に繋がるツールになる。

ブレセ、ンテーションの重要性

苦手なプレゼンテーションが大事で、ある。道具体をてい

ねいに使ってくると、プレゼンテーションができるよう

にもなった。大事なことは、互いに向き合い、支え合う

ことである。プレゼンテーションも{義式的にやって、先

生の顔色を見ているだけではだめで、 111:11'1号に伝わるよう

に、お互いがしっかりといろんな学び合いになる、それ

が本当のプレゼンである。相互に伝わらないとだめであ

る。コミュニケーション、イ云え方に 11FJt~のあるお子&さん

は、普通はプレゼンをJ1lIける{頃向にあるが、いろいろな

ツールをイ吏うことにより内容がわかりやすく{云わること

が可能になる。

fブレゼンチι シBンjめ選議畿:

I .滋髄〉金制空襲儀

重喜怒括主，玄も噂二しぅ>t<J;と術審会勺でき包J色合-)Jこと

総務め鋭イント

き長緩電工後縁者を絞って.r持参z主主伝草地やすく、伝えやすもりレゼンデ四シ草ン曜を

.ト中毒事ぬ必絡する内軍事量喜連捻縦二.iLk喜襲五言毒年

. ，やノコンと議長通轟プ口タュケトキ鉱?守主主ど援活護軍監

(表5)

小学部の高学年の授業でも、 !~I i京は携帯情報端末を使

用してとある。プレゼンテーションソフトのj舌)=目、ブζ型

う
け-00 



テレビ、携帯、情報端末、パソコン、インターネットの

機能の活用、カメラなど、その中で、 jレール、マナーを

覚えて行く。手順書も自分でつくる。児童同士で、撮影を

し、振り返り、発表する。

実際どんなふうに活用したのか。

このクラスは、自閉症、知的障害、肢体不自由のお子

さんが協同的にやっている。発表に iPadを使ってい

る。評1，1]]をするのに、 J最 t~-;1:系がここにいて撮影してる。

別のお子さんは、発表のツールを使っており、右ヒには

音声が出ている。
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7"'vゼ〉パテ.~~ンソフトや火磁テレどを総主総

携機嫌銀総業..._，..，...... ，ノ:コンのインターネット機産撃の諮Jお

デジタル昔話メ小競議機審議主義語誌のカメラアヅl)(η滋

砂主H主交遊畿選蓄や主t主主懇談役手並F請する鯵#)~ゐ・ヤナー
著書亀高華客での滋封書交遜縫認や番電総磁蓄量ぬ必磁君主餓鎗栓緩める

@習量曜書官護憲審議議主給手議語畿をぬ宝?で重量作 自
誌ながら話番単巡りー襲撃

(表6)

いろいろな手順表を自分たちで、作ったりする、生徒が

1i設影したものを使って手1~1，lIjする。まだ言葉が十分でない

お子さんも、自分たちで、iJ~ったものを使って、実際にい

ろいろな機能を使って発表のための資料を刊さっている。

それぞれのお子さんが、障害の機能が違うにもかかわら

ず、同じ物を使っていろんな使い方をしている。自問傾

向の強いお子さんは、文字はかけないけど入力してい

る。いろいろな働きをたった l台でやったり、多械なも

のを{吏ったりしている。

84， 

まとめ

今まで、授業改善を見てきたが、環境的支援、ニーズ

に応じた支援の中で、結果として先生の役割も代わって

きた。

環境的支援として、できない状況におかれがちな子ど

もにできる状況づくりをする。状況づくり、これがとて

も大事で、ある。「分かつて動ける環境作り jである。こ

れは、決して生徒だけではなく、教える先生にとっても

支援になるということだ。そういったものを十分に整え

て行くほど、皆さん方が狙いとするものを青み、伝えや

すくなる。

(表7)

こういう手段の中で機能的に何が変わるのか。実は周

りの環境により体験が変わる。さらに環境のあり方を変

えることで、それができやすくなる。この大きさが大き

く変わることになる。自分の力だけだと狭し，31ラだったの

が、このように機能的に拡大することで循環を変えてい

くことにより、この広さ、これこそが成果になる。

これを 1年生から 6年生までどれだけ広くすることが

できるのか。環境を支援的に整えていけば六実は、すば

らしい成長の姿を見ることができる。これを確認した。

まだエンドは見いだせていないが、多くの実践の成果を

皆さんにお伝えしていきたいと思う。




